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去
る
6
月
18
日(

火
）
午
後
1
時
30
分
よ
り
中 

丸
公
民
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
定
時 

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

全
会
員
数
は
381
名
で
、
当
日
の
出
席
者
は
136

名
、
委
任
状
提
出
者
は
202
名
、
合
計
338
名
と
な 

り
、
全
会
員
の
2
分
の
1
を
大
幅
に
上
回
る
賛
同 

を
得
ら
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
に
先
立
っ
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
地
域
班 

 
班
長
等
に
多
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
9

名
、
会
員
在
籍
5
年
に
達
し
た
28
名
、
安
全
標
語 

優
秀
作
品
者
4
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
関
口
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
三 

宮
市
長
、
滝
瀬
市
議
会
議
長
、
新
井
県
議
会
議
員 

か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
荒
井
事 

務
局
長
か
ら
資
格
審
査
報
告
が
あ
り
、
櫻
井
理
事 

が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
伊
藤
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ 

れ
、
続
い
て
議
案
第
1
号
「
平
成
30
年
度
決
算
の 

承
認
に
つ
い
て
」
議
案
第
2
号
「
役
員
（
監
事
）
選 

任
の
承
認
に
つ
い
て
」、
議
案
第
3
号
「
公
益
社
団
法 

人
北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
の
一
部 

変
更
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
荒
井
専
務
理
事
等
か 

ら
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し 

た
。 

 

次
に
、
報
告
第
1
号
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告 

に
つ
い
て
」、
報
告
第
2
号
「
令
和
元
年
度
事
業
計 

画
書
の
報
告
に
つ
い
て
」、
報
告
第
3
号
「
令
和
元 

年
度
収
支
予
算
書
の
報
告
に
つ
い
て
」
、
事
務
局
よ 

り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

            

 

  

  
 

令
和
元
年
度
定
時
総
会 

開
催 

 

な
お
、
令
和
元
年
度
の
基
本
方
針
に
は
、「
中
期
計 

画
（
改
訂
版
）」
に
示
さ
れ
て
い
る
『
地
域
に
根
ざ
し 

た
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
』
を
掲
げ
、
重
点
目 

標
と
し
て 

一 

会
員
の
拡
大
と
資
質
の
向
上 

二 

就
業
機
会
の
拡
大 

三 

安
全
就
業
の
徹
底 

四 

地
域
社
会
へ
の
貢
献 

五 

普
及
啓
発
活
動
の
強
化 

六 

運
営
基
盤
の
強
化 

七 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進 

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
上
す
べ
て
の
審
議
が
終
了
し
、
議
長
退
任
の
あ 

い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
役
員
に
就
任
さ
れ
た
西
村
昌 

志
監
事
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

三宮市長 
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令
和
元
年
度
定
時
総
会
に
、
北
本
市
長 

三
宮
幸 

雄 

様
、
北
本
市
議
会
議
長 
滝
瀬
光
一 

様
、
埼
玉 

県
議
会
議
員 

新
井
一
徳 
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、 

ま
た
、
会
員
多
数
の
ご
出
席
を
頂
き
誠
に
有
難
う 

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
会
員
の
皆 

様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す 

が
、
い
か
に
長
い
人
生
を
楽
し
く
健
康
に
過
ご
す 

か
が
重
要
で
す
。
た
だ
何
も
し
な
い
で
ブ
ラ
ブ
ラ 

す
る
の
で
は
な
く
、
余
暇
を
充
実
し
て
過
ご
す
た 

 

め
に
は
場
所
と
時
間
が
重
要
で
す
。
そ
れ
に
は
シ 

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
最
適
と
思
わ
れ
ま
す
。 

日
本
人
に
と
っ
て
は
、
勤
勉
に
働
く
と
い
う
こ
と 

は
一
つ
の
美
徳
で
あ
り
、
労
働
が
あ
っ
て
こ
そ
余 

暇
は
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
働
く
と
い 

う
こ
と
は
、
も
う
一
つ
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

自
分
に
出
来
る
仕
事
を
通
し
て
社
会
と
の
結
び
付 

き
を
実
感
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
の
言
葉
で
い
え
ば
、
生
き
が
い 

就
業
で
す
。
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
高
齢
者
に 

は
、
そ
の
自
主
性
、
自
立
性
が
尊
重
さ
れ
、
合
わ 

せ
て
社
会
に
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
欲
求
を
充
足 

さ
せ
る
こ
と
は
、
と
て
も
良
い
事
で
す
。
こ
れ
か 

ら
も
会
員
の
皆
様
と
共
に
、
夢
と
希
望
と
行
動
力 

で
、
北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
発
展
さ 

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    
 
 

  
 

 

 

           

 

   

       

           

 
 

定
時
総
会
に
寄
せ
て 

 

理 

事 

長 

関
口 

明 

 

 

 

深
井 

正
子 

美
勢 

義
雄 

 

福
地 

智
義 

百
木
田
静
男 

 

新
井 

松
男 

清
水 

春
江 

 

小
田 

幸
一 

日
髙 

 

宏 

 

岡
田 

克
允 

本
多 

幸
雄 

 

立
野 

繁
男 

山
田 

 

隆 

溝
上
ト
モ
子 

新
井 

伸
一 

山
田
隆
太
郎 

岩
田
あ
き
子 

築
山 

弘
司 

千
代 

健
一 

 

駒
形
憲
治
郎 

千
代 

弘
子 

 

髙
橋 

養
造 

髙
島 

幹
典 

 

青
木 

保
恵 

山
中 

 

修 

 

川
崎 

省
三 

吉
澤 

信
春 

 

一
杉
美
代
子 

斎
藤 

正
美 

（
敬
称
略
） 

 

 

 
 

会
員
表
彰
者 

特
別
表
彰
者 

 

滝
瀬 

喜
一 

岡
田 

春
江 

河
内 

達
也 

柴
田 

辰
雄 

中
川 

 

甫 

島
田 

正
子 

大
島 

 

優 

森
川 

節
子 

新
井 

清
次 

 
 

表彰受賞者 
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労
働
災
害
の
発
生
原
因
の
約
90
％
に

「
不
安
全
行
動
」
が
絡
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
事
故
を
起
こ
し
た

く
な
い
は
ず
で
す
が
、
人
は
な
ぜ
「
不
安

全
行
動
」
を
と
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

「不
安
全
行
動
」
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か 

 

一 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー 

（
人
間
特
性
に
よ
る
誤
り
） 

●
見
間
違
い
・
聞
き
違
い 

 

●
思
い
込
み
・
先
入
観 

●
う
っ
か
り
・
ぼ
ん
や
り 

●
無
意
識
な
動
作
・
く
せ 

 

二 

リ
ス
ク
テ
イ
キ
ン
グ
行
動 

（
危
険
と
知
り
な
が
ら
あ
え
て
行
う
） 

●
面
倒
な
の
で 

●
た
ぶ
ん
大
丈
夫
だ
ろ
う 

●
少
し
だ
け
だ
か
ら 

●
皆
も
や
っ
て
い
る
か
ら 

 

安
全
管
理
委
員
長 

林 

正
美 

慣
れ
と
過
信
が 事

故
の
も
と 

 

「不
安
全
行
動
」を
な
く
し
て 

事
故
を
防
ぐ
に
は 

 

一 

危
険
感
受
性
を
身
に
つ
け
る 

 

「
不
安
全
行
動
」
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
機
械
や

道
具
を
安
全
に
使
用
し
、
か
つ
異
常
時
に

は
、
ま
ず
「
止
め
る
」「
呼
ぶ
」「
待
つ
」
。

車
の
運
転
中
に
は
、
通
い
慣
れ
た
道
で
も

必
ず
確
認
。
ま
た
、
脚
立
や
は
し
ご
の
昇

降
は
前
向
き
3
点
支
持
等
を
徹
底
し
、

危
険
に
気
付
く
力
を
養
い
ま
し
ょ
う
。 

 

二 

安
全
衛
生
教
育
を
受
け
ま
し
ょ
う 

 

先
輩
方
は
経
験
を
通
じ
て
得
た
重
要

な
安
全
の
教
訓
や
ポ
イ
ン
ト
を
た
く
さ

ん
持
っ
て
い
ま
す
。
共
に
学
び
な
が
ら
必

要
な
教
育
を
受
け
、
危
険
感
受
性
を
ア
ッ

プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

暑
さ
に
強
い
カ
ラ
ダ
で 

熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！ 

  

熱
中
症
は
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
で
生
じ
、
重
症
化

す
る
と
死
に
至
る
大
変
怖
い
疾
病
で
す
。 

 

特
に
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
作
業
の 

 

  

初
日
、
2
日
目
に
多
く
発
生
し
て
い
ま 

す
の
で
、
暑
さ
に
体
を
慣
ら
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
発
症
し
に
く
く
す
る
こ
と
が
出
来 

ま
す
。
意
識
し
て
汗
を
か
く
よ
う
に
し 

て
、
暑
い
季
節
を
安
全
・
健
康
に
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。 

 

熱
中
症
は
い
つ
起
き
る
？ 

●
7
月
・
8
月
に
発
生
が
集
中
し
、
6 

月
・
9
月
も
危
険
で
す
。 

●
11
時
台
及
び
14
～
16
時
台
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

熱
中
症
を
防
ぐ
に
は 

●
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
、
汗
を

か
い
て
う
ま
く
体
温
調
節
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
暑
さ
の
初
日
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。 

●
水
分
や
塩
分
を
こ
ま
め
に
補
給
し
ま

し
ょ
う
。 

 

な
お
、
今
年
度
よ
り
セ
ン
タ
ー
会
員
の

就
業
中
等
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
損

害
に
対
す
る
互
助
制
度
と
し
て
「
熱
中
症

見
舞
金
制
度
」
に
加
入
し
ま
し
た
。
本
制

度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

７
月
は 

「
安
全
・
適
正
就
業

強
化
月
間
」で
す 

 

就
業
中
・
就
業
途
上
の
事
故
や

ケ
ガ
は
、
シ
ル
バ
ー
傷
害
保
険
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
す
ぐ
に
事

務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

就
業
中
の
事
故
や
ケ
ガ
、
暑
さ

に
よ
る
熱
中
症
、
就
業
先
の
行
き

帰
り
の
交
通
事
故
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。 

熱
中
症
予
防
チ
ェ
ッ
ク 

□
天
気
や
気
温
を
確
認 

□
体
調
は
万
全
か 

□
朝
ご
は
ん
は
食
べ
た
か 

□
涼
し
い
服
装
を
選
ん
で
い
る
か 

□
日
差
し
を
遮
る
帽
子
は
あ
る
か 

□
飲
み
物
は
持
っ
た
か 

□
二
人
以
上
の
作
業
か 

□
作
業
場
所
は
熱
が
こ
も
ら
な

い
か 

□
作
業
計
画
に
無
理
は
な
い
か 

※
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

時
に
備
え
て
緊
急
連
絡
先
を
持

ち
歩
き
ま
し
ょ
う 
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作
業
前 

み
ん
な
で
確
認 

危
険
箇
所 

 
 

 
 

 
 

 

保
土
澤 

憲 

金 

賞 

慌
て
な
い 

心
の
余
裕 

事
故
防
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 

園
川 

宗
明 

 

銀 

賞 

こ
の
く
ら
い 

大
丈
夫
と
思
う 

 

そ
の
気
の
ゆ
る
み
が
怪
我
の
も
と
!! 

 
 

 
 

 
 

 

石
黒 

正
夫 

 

銅 

賞 

私
は
大
丈
夫
! 

そ
の
気
持
ち
が
命
取
り 

 
 

 
 

 
 

 

小
島 

雅
夫 

 
  

銅 

賞 

事故ゼロをめざして 
～ 令 和 元 年 度 安 全 標 語 表 彰 ～ 

応募作品 109点 

応募人数  59名 

 

 ～平成 30 年度  会員の事故発生状況～ 

 発生年月 性別 状況 業種 事故の概要 負傷部位等 

1 30年 6月 男 途上 除草 
走行中に飛んできた石が車のフロ

ントガラスに当り破損 
（物損） 

2 30年 7月 男 途上 清掃 
作業終了後バイクで帰宅中に後方

からきたトラックと接触し転倒 
右半身打撲 

3 30年 8月 男 就業中 除草 
駐車場の草刈作業中に石が飛んで

車２台の窓ガラスを破損 
（物損） 

4 30年 9月 女 途上 清掃 
自転車で現場へ向かう途中、他の

自転車と接触し転倒 
左ひざ骨折 

5 30年 10月 男 就業中 除草 
駐車場の草刈作業中に石が飛んで

車のリアガラスを破損 
（物損） 

6 30年 10月 男 就業中 植木剪定 
ブロック塀の上を歩行した際、段

差の部分で足を踏み外して落下 

顔面、右肩 

打撲 

7 30年 10月 男 就業中 植木剪定 
木の枝に掛けてあった刈込ハサミ

が落下して足に当たった 
右足裂傷 
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就業インタビュー 
① シルバーに入会した理由は？ 

② 趣味を教えてください！ 

③ 現在の就業は？ 

④ 就業に関して特に気をつけている事 

⑤ 日常生活の心がけ（健康の秘訣） 

⑥ 今後の抱負など 

① 
定
年
退
職
後
に
健
康
の
た
め
に
も
、 

ゆ
と
り
を
持
っ
て
就
業
で
き
る
と
思
い 

入
会
し
ま
し
た
。 

② 

古
典
芸
能
、
映
画
鑑
賞
（
約
2
千
本 

は
観
て
い
る
と
思
い
ま
す
）。 

③ 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
園
芸
グ
ル
ー
プ 

で
就
業
し
て
い
ま
す
。 

④ 

カ
ゴ
車
に
商
品
を
積
載
し
、
狭
い
店 

内
を
移
動
す
る
時
、
お
客
様
と
の
接
触 

や
商
品
を
破
損
し
な
い
よ
う
に
前
後

左
右
の
確
認
。
清
掃
は
、
清
潔
を
保
つ 

 

 

石
川 

え
つ
子 

（
中
丸
） 

よ
う
に
意
識
し
て
行
動
し
て
い
ま
す
。 

⑤ 
 

週
2
～
3
回
、
１
万
歩
ほ
ど
散
歩 

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

偏
食
、
過
食
を
し
な
い
よ
う
食
生
活
に 

注
意
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
な
る
べ

く
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。 

⑥ 
 

お
客
様
か
ら
の
質
問
が
多
い
草
花
の 

育
て
方
、
肥
料
、
薬
品
の
事
な
ど
日
々 

勉
強
で
す
。
時
代
に
取
り
残 

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
好
奇
心 

を
持
ち
続
け
た
い
で
す
。 

 

 

① 

定
年
退
職
後
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し 

て
い
る
方
に
紹
介
さ
れ
、
健
康
の
た
め 

と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。 

② 
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い 

ま
し
た
が
、
現
在
は
カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ 

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
す
。 

③ 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
就
業
し
て 

笠
原 

行
男 

（
東
） 

い
ま
す
。
店
に
来
る
お
客
様
か
ら
「
頑 

張
っ
て
い
る
ね
」
と
声
を
か
け
て
も
ら 

い
な
が
ら
、
楽
し
く
就
業
し
て
い
ま
す
。 

④ 

お
客
様
が
多
い
の
で
、
安
全
面
に
注 

意
し
て
い
ま
す
。
風
の
強
い
日
は
、
特 

に
注
意
し
て
い
ま
す
。 

⑤ 

カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好 

会
で
の
仲
間
と
の
会
話
で
す
。 

⑥ 

こ
れ
か
ら
も
、
健 

康
維
持
の
た
め
、
自 

分
の
ペ
ー
ス
で
充
実 

し
た
日
々
を
楽
し
く 

送
る
こ
と
で
す
。 

① 

如
何
に
し
て
健
康
寿
命
を
長
く
、
充 

実
し
た
日
々
を
過
ご
す
か
を
考
え
た
と 

き
、
入
会
説
明
会
に
参
加
し
自
分
の
ラ 

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
、 

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
な
い
と
思
い
入 

会
し
ま
し
た
。 ② 

釣
り
歴
約
45
年
の
大

の
釣
り
好
き
（
主
に
海

釣
り
）。
他
に
は
気
心
の

知
れ
た
仲
間
と
の
飲
み

会
や
旅
行
な
ど
。 

柴
田 

義
美 

（
中
央
） 

③ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
て 

い
る
方
の
「
夕
食
時
の
配
膳
、
片
付
け
、 

見
守
り
」
の
仕
事
を
週
2
日
程
度
し
て 

い
ま
す
。 

④ 

入
居
者
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
考 

え
細
心
の
注
意
を
払
い
就
業
し
て
い
ま 

す
。 

⑤ 

な
る
べ
く
車
を
使
わ
ず
歩
く
こ
と
。 

食
事
面
で
は
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
良 

く
食
べ
る
。
健
康
に
良
い
と
知
っ
た
、 

煎
っ
た
黒
豆
を
酢
漬
け
に
し
た
も
の
を 

朝
食
時
に
10
粒
ほ
ど
食
べ
て
い
ま
す
。 

⑥ 

健
康
で
仕
事
や
社
会
貢
献
を
長
く
続 

け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。 

 

① 

か
ね
て
か
ら
人
材
セ
ン
タ
ー
の
前
を 

通
る
こ
と
が
有
り
、
興
味
を
持
っ
て
い 

ま
し
た
。
65
歳
に
な
り
、
再
雇
用
の
期 

限
を
機
に
入
会
し
ま
し
た
。 

② 

読
書
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン 

グ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
。
大
好
き
だ 

っ
た
ゴ
ル
フ
は
腰
痛
の
た
め
諦
め
ま
し 

た
が
、
半
年
ほ
ど
前
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
で
歌 

う
こ
と
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

③ 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
受
付
業
務
と 

 

大
島 

映
一 

（
東
間
深
井
） 

会
場
係
を
し
て
い
ま
す
。 

④ 

セ
ン
タ
ー
と
の
往
復
に 

 

使
う
自
転
車
や
自
家
用
車 

の
安
全
運
転
を
こ
こ
ろ
が 

け
て
い
ま
す
。 

⑤ 

体
調
維
持
の
た
め
、
毎
日
の
え
ご
ま 

油
（
ま
た
は
、
あ
ま
に
油
）、
米
酢
、
ト 

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル 

を
摂
取
し
て
い
ま
す
。 

⑥ 

お
客
様
に
も
っ
と
喜
ん
で
頂
け
る
よ 

う
努
力
し
、
自
分
も
お
客
様
の
笑
顔
に 

パ
ワ
ー
を
貰
え
れ
ば
嬉
し
い
と
思
っ
て 

い
ま
す
。 
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平成 30年度 事業実績 
※（ ）は前年度比 

(単位：人) 

(単位：万円) 

(単位：件) 

5 月 29日(水)に、中丸東小学校 2年生の児童

28 名が、当センターのシルバーいきいき農園

で、サツマイモの苗植えを体験しました。秋に

は収穫も体験する予定です。 

体験の様子 

農園体験 

平成 31年 1月 17日 

（木）に平成最後の 

「新春懇談会」を健康 

増進センター大広間

で開催しました。今回は 63名の会員が参加し、折

原会長、関口理事長、荒井事務局長のあいさつで開

会しました。 

今回は、カラオケとビンゴゲームを主に 11 時

30分～14時 30分まで実施しました。カラオケで

は 20 名の出場者が日頃の歌声を披露し、ビンゴ

ゲームではカラオケ機のリモコン（デンモク）を

初めて使用した抽選で大盛況でした。 

会場では、会食をしながら歌を聴き、ゲームを

楽しみ、コミュニケーションを図ることが出来た

との声がありました。 

参加していただいた会 

員の皆さま、ありがとう 

ございました。来年の開 

催時もご協力の程、お願 

い申し上げます。 

 

 

シルバーまつり 

今年度も開催が決定し

ました。 

9 月16 日(月) 
 ご家族や友人などをお
誘いして、ぜひご参加くだ
さい。抽選会もあります。 
 まつり当日の運営をお
手伝いしていただける「協
力員」を募集しています。 

  

乾杯!! 

請 負 2,504 (-140) 公 共 56 (6)
派 遣 13 (4) 民 間 333 (-70)
合 計 2,517 (-136) 個 人 2,115 (-76)

合 計 2,504 (-140)

請負契約件数内訳契約件数

りんどうの会 

  5 月 11 日～8 月 24 日までの毎週土曜

日にシルバー人材センター会議室にて

「イキイキとまちゃん体操」を開催して

います。 

 イキイキとまちゃん体操は、手首や足

首におもりを付けて筋肉を鍛える介護

予防体操です。 

また、6月 14日（金）にフラワーアレ

ンジメント講習を開催しました。これか

らも、いろいろな講習を開催する予定で

す。会員の皆さまの参加をお待ちしてい

ます。 

 

 

イキイキとまちゃん

体操の様子 

フラワーアレンジ

メント講習 

男　 258 (11) 中央　　   　　56 (-1) 本町西高尾　30 (-2)
女　 116 (4) 西部　　   　　46 (6) 南部　　     　83 (8)

合計　374 (15) 東間深井   　59 (5) 中丸　　       35 (0)
東　　　　    　34 (1) 公団　　       31 (-2)

合計　　    　374 (15)

会員数 地域別会員数

8 月の臨時休業 

大変ご迷惑をおかけいた

しますが、 

8 月15 日(木) 
は事務局の業務を休止いた
します。健康増進センター
も休館日となります。なに
とぞご了承ください。 

請 負 18,996 (-817) 公 共 2,677 (223)
派 遣 891 (195) 民 間 11,459 (-982)
合 計 19,887 (-622) 個 人 4,859 (-59)

合 計 18,995 (-818)

契約金額内訳 請負契約金額
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毎
年
開
催
し
て
い
る
「
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
」
の
日
は
、

「
敬
老
祝
い
無
料
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」
と
し
て
、
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
9
月
16
日

（
月
）
に
実
施
し
ま
す
。 

 

館
内
で
は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
計

画
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
ご
利
用
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

健康増進センターからのお知らせ   

桜の湯 菊の湯 

集
ま
れ
ば 

墓
の
守
り
手 

な
い
話 

小
沼 

光
夫 

名
桜
地

め

い

お

う

ち 

花
見
三
昧 

足
が
棒
！ 

明
田 

雅
好 

 

シ
ル
バ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
川
柳 

 編 集 後 記 

 

元
号
が
「
令
和
」
に

変
わ
っ
て
、
最
初
の
発

行
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
読
み

や
す
く
、
わ
か
り
や
す

く
、
楽
し
い
内
容
で
い

っ
ぱ
い
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

広
報
部
会
員
一
同 

 

 

-

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
絵
手
紙
・
写
真
・
書
道
・
手
芸
・

ス
ケ
ッ
チ
等
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
第
49
号
以

降
に
掲
載
し
ま
す
。
投
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
番
号
・

氏
名
を
添
え
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

施
設
利
用
案
内 

 

娯
楽
室
は
、
畳
敷
き
（
30
畳
）
の
部
屋
で
、
囲
碁
・
将

棋
の
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が
、
腕
を
競
い
合
う
な
ど
楽
し

く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
も
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 

高
吟
は 

働
く
力 

冥
土
ま
で 

大
田 

昭
道 

〔令和元年 7月からの主なイベント等〕 

＊七夕飾り・カラオケ発表会（8月） 

＊折紙教室・よもぎ湯（9 月） 

＊健康体操教室（9～11月） 

＊障子張替講習会（10月） 

＊茶道教室・初めての囲碁教室（10月～） 

＊ゆず湯（12月） 

＊健康相談・抹茶サービス（毎月実施） 

娯楽室の模様 菖蒲湯 

明田 雅好 

「満開の桜と乾門」 

歳
幾
つ 

思
わ
ず
笑
う 

ク
ラ
ス
会 

加
藤 

美
子 

藤村 和成 

「駐車場に咲いた白い花」 


